
6月17日の「どんぐりｓカフェ」は、押沢台

在住で「地域密着型歌姫」の田中由美子さんを

迎えて「父の日コンサート」を開催。40人を

越える歌好きな方で会場は満員となった＝写真。

前半は田中さんの弾き語り。「夏は来ぬ」、

「エーデルワイス」、「くちなし」、「雨降り

お月」、「城ケ島の雨」など10曲。それぞれ

曲にまつわるエピソードを交えての、のびやか

な艶のある歌声が観客を魅了した。北原白秋作

詞の抒情的ないい歌だと思っていた「城ケ島の 雨」、実は結構意味深い歌であることを知る。

これも弾き語りの楽しみ。

後半は、田中さん編纂の「愛唱歌集」が配ら

れ、まず田中さんお気に入りの「青い眼のお人

形」、「赤い靴」、「雨」、「てるてる坊主」

など。その後は参加者からのリクエストにより

「夏の思い出」、「高校三年生」など」次々と

皆で斉唱し盛り上がった。「母の日」と比べ影

の薄い「父の日」だが、コンサートはお父さん

たちに良きプレゼントとなった。（寺島 靖夫）

テーマ：「成年後見人制度ってなに？」

講 師：車椅子の熱血司法書士・山城賢氏

日 時：7月15日（土）13：30～16：00

会 場：東部ほっとステーション

（サンマルシェ南館1階）

参加費：300円 当日受付。

●まずはお電話ください

080-4540-3553（どんぐりＳ事務局）

面接相談会日時：7月9日（日）、同30日（日）

＜ともに13：30～16：00 ＞

会 場 東部ほっとステーション

ふれあいだより
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●先日、愛知建築士会地域貢献活動助成金の

申請書を提出いたしました。主に「どんぐり

ｓカフェ」や「すまい・くらし相談」の活動

を支える貴重な財源であり、今年も認可され

ることを期待しています。過去3年間認可の

実績がありますが、上限が50万円までとい

う制約がありますので、恐らく今年が最後の

申請になります。なお、会費と助成金に依存

している「どんぐりＳ」の財政状況を考えた

時、そろそろ事業収益等、自前で資金調達を

真剣に考える時期にきていると思っていると

ころです。

●そんな折、高森台団地自治会から夏の盆踊

りに出店しないか、との話があり、2つ返事

で参加させていただくことにしました。夏祭

りへの出店は、既に押沢台町内会での実績も

ありますが、単なる資金調達という目的のみ

ならず、出店することを通じて地域の団体や

住民の方々と交流することを大事にしていき

たいと思っています。 （藤城 栄一）

役員員会から

6月の「どんぐりｓカフェ」から

「父の日」彩る魅惑の弾き語り

7月の「どんぐりｓカフェ」

高齢者・すまい無料面接相談



高蔵寺ニュータウン再生市民会議（どんぐり

ｓ）と協力関係にある中央台の「野の花」。毎

月第1、第3火曜日にコミュニティサロンを開き、

仲間が石窯で焼いたパンや新鮮な野菜、手作り

スィーツとコーヒーセットでおしゃべりを楽し

んでいます。このサロンは、4月に4周年イベン

トとしてオカリナ演奏、フラダンス、エプロン

シアターなどを行い、大勢の方と楽しい時間を

過ごしました。

また、「高蔵寺ニュータウン女性100人（+男

性）委員会」との運営として、今年1月から春日

井市の介護支援事業の補助を受けて「健康麻雀

クラブ」を開いています。毎週木、金曜日の午

後に多くの男性と女性が誘い合って、大賑わい

です。ここは“飲まない、吸わない、賭けない”

がモットーです。麻雀は認知症予防に良いとい

うことですが、確かに効果があった方がいらっ

しゃいます。また、麻雀が初めての女性達には

心優しい男性達が親切に教えてくださっていま

す。このように、多くの方々に支えられながら、

現在、活動を続けています。

（飯田知恵子＝連絡先☎090-922-5690）

6月13日、春日井市創生課の水野課長、竹内

課長補佐、津田主任の3名の方々と「どんぐりｓ」

役員5名とで、ニュータウンのまちづくりに関し

てさまざまな意見交換を行いました。1時間とい

う時間でしたが、最終的にはお互いが「市民協

働」に向けて“いい関係”を築いていくことを

確認し合い、有意義な場となりました。

今年、「どんぐりｓ」は2つの夏祭りに出店し

ます。高森台小学校区盆おどり大会実行委員会

主催の盆踊り大会（7月29、30日）では「光る

おもちゃ」を、押沢台町内会主催の夏祭り（8月

6日）ではお菓子の「タマセン」と「光るおもちゃ」

を販売します。ご来店をお待ちしています。

日 時： 7月12日（水） 13：00～16：00

同26日（水） 13：00～16：00

会 場：「いつだって いま」

（高森台6丁目東高森台集会所そば）

参加費 ２00円

連絡先：:080-4540-3553(どんぐりｓ事務局）

生命は宇宙からやってきた？
近年、宇宙に生命体がいるのではないかと

真剣に探査されている。フレッド・ホイルと
いうイギリスの著名な天文学者は、SF作家
でもあり、また恒星内部の元素の合成に関す
る研究で、ノーベル賞の手前までいった優れ
た学者だ。彼は「パンスペルミア説」を発展
させ、宇宙にあまねく存在する生命の種が、
彗星によって毎日何百トンという塵と一緒に
地上に降り注いでいて、それが地球上の生命
の起源であり、またその中の微生物（ウイル
スも）からの感染によって生命は進化すると
いう考えだ。現代の進化論とは相いれないも
のであるが、この夢のある説の方が実は本当
ではないか、と私などは信じている。

また彼が、宇宙は「無」から生じ、大爆発
して今の宇宙になったという理論に対し、そ
んなことは茶番だと言って、皮肉を込めて
「ビッグバン！」と言ったことが「ビッグバ
ン宇宙」の名称となっている。現在、このビッ
グバン説も様々な学者が難解な最先端の理論
を唱えているが、ますます実際の観測と合わ
なくなって手詰まりの状況となっているよう
だ。今、頑固に正しいとされていることも、
とんでもないどんでん返しがあるかもしれな
いから、想像力を膨らませて楽しく考える方
がいいかなと思っている。（長谷川 光男）

私の朝・昼・晩

「どんぐりｓ」と協力関係の「野の花」

サロンや麻雀大会開催

ライチョウ（富山県・立山） 森 健

７月の「大人のたまり場」

２町内会の夏祭りに出店を計画

春日井市創生課と役員が意見交換


